
Qみ んなの意見で   Q
整備プランづ<り

昭和盆□・"轟
■―クショッ■

年月日 :平成21年 2月 26日 {利

場 所 :ふくとびあ

参加者 :15名

・プレーバークの活動に配慮して、ベンチを変更

してほしい。

・幼児が利用する遊具と児童が利用する道具のゾ

ーンを区分けした遊具の配置にしてほしい。

・休憩舎の床の舗装は、自然石張りのような高価

な舗装にしな<て も良い。

・南側道路のガードレールからの飛び出しを防止

するために花壇や樹木を地域で植えたい。

・南Fdの 「上の広場」側に砂を運ぶためのトラッ

クが入れるようにする。

・砂場は、プレーパークでも 「上の広場」に用意

するので、 「ちびつ子広場Jの 砂場はなくすか、

縮Jlしても良いのでは。

・砂場は通常時の遊びを考えて、常設の砂場を設

けた方がよい.

i今回は、今まで出た意見を反映して作成した昭和
/At園の計画案を

元に、公園での様々な活動を思い浮かべながら最後の検証を行いま

した。また、今後の昭和公園への関わり方についても熱い議論が交

わされました。

|■ロロ■ぃo今籠0日わら]宙についτO■■

| ・公園の愛称を募集する

|・見学会
(工事中、工事完了後)を 行う

|・
種まき会を行つて、地域で公園づくりを行う

|・今後
の昭和公口について、引き続き者えていく組欄 (実

1 行委員会)を 立ち上る。

|・オープニングイベントを行う

|・花いつlgぃ大会場開催し 呻 を育て6rt動を行う。

i・ポランティア活動や作業と言わずに、 「00大 会」と

: 命名してイベント(豚汁の提供など)と 合わせて、公

1 園の維持管理を地域で行う。

■―クショ■■■饉えτ
～

-0「

～
・自分たちの意見が反映され、形になつていくのがとて

も楽しかつた。とてもいいワークショップになつたと

思う.
・プレーパークについて、市と住民が共働して取り組ん

でいることが、全国的にも注目されている。是非いい

公園にしていきたい。

計画案について各班で意見を出し合い

ました。

このワークショップが終わつた後も昭
和公口に積極的に関わつていく様々な
提案が出されました.

会終了後に,加 者で記念撮影です。連
成慮からの実顔であ131れています。
轡様お疲れさまでした。

各班で出た意見を発表しました。
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